
この模範解答は(株)クレアールが作成したものです。商工会議所へのお問い合わせはご遠慮ください。

第 1 7 3 回 簿 記 検 定 試 験 模 範 解 答  

１ 級 ① 
 商 業 簿 記  

 

問題（25点） ★：１点×25箇所＝25点 （クレアールが独自に予想した配点になります） 

   連結貸借対照表   (単位：百万円) 

資産の部     負債の部     

 現 金 及 び 預 金   24,400    買 掛 金  （ Ｂ 42,750 ） 

 売 掛 金  （ Ｂ 57,200 ）  未 払 費 用  （ Ｂ   650 ） 

 契 約 資 産  （ Ｂ 4,470 ）  長 期 借 入 金   25,000   

 未 収 入 金  （ Ａ      0 ）  関 係 会 社 長 期 借 入 金  （ Ａ      0 ） 

 商 品  （ Ｂ 37,530 ）  企業結合に係る特定勘定  （ Ａ      0 ） 

 建 物   44,000    そ の 他 負 債   57,165   

 備 品  （ Ａ 4,635 ） 純資産の部     

 土 地   52,000    資 本 金  （ Ｓ 50,000 ） 

 顧 客 関 連 資 産  （ Ａ 3,000 ）  資 本 剰 余 金  （ Ｓ 15,000 ） 

 の れ ん  （ Ｂ  5,280

  

）  利 益 剰 余 金  （ Ｃ 41,110 ） 

 関 係 会 社 株 式  （ Ｂ    200 ）  新 株 予 約 権  （ Ｂ  500 ） 

 関 係 会社 長期 貸付 金  （ Ａ      0 ）  非 支 配 株 主 持 分  （ Ｃ 37,240 ） 

 そ の 他 資 産   36,700          

   （ 269,415 ）     （ 269,415 ） 

            

連結損益計算書  （単位：百万円）  

売上高  （ Ｂ 366,900 ）  

売上原価  （ Ｃ 260,770 ）  

売上総利益  （ 106,130 ）  

販売費及び一般管理費      

 株式報酬費用  （ Ｂ   500 ）  

 のれん償却額  （ Ｂ   660 ）  

 顧客関連資産償却額  （ Ａ   500 ）  

 その他営業費  （ Ｃ 76,200 ）  

営業利益  （ 28,270 ）  

営業外収益      

 受取配当金  （ Ａ   50 ）  

 受取利息  （ Ａ   65 ）  

営業外費用      

 支払利息  （ Ａ   575 ）  

経常利益  （ 27,810 ）  

特別利益      

 株式報酬受入益  （ Ｂ       0 ）  

特別損失      

関係会社株式評価損  （ Ｂ       0 ）  

事業構造改善費用  （ Ａ  1,970 ）  

当期純利益  （ 25,840 ）  

非支配株主に帰属する当期純利益  （ Ｃ 11,060 ）  

親会社株主に帰属する当期純利益  （ Ｃ 14,780 ）  



この模範解答は(株)クレアールが作成したものです。商工会議所へのお問い合わせはご遠慮ください。

第 1 7 3 回 簿 記 検 定 試 験 模 範 解 答 

１ 級 ② 
 会 計 学  

 

★：２点×５箇所＝10点 ●：１点×15箇所＝15点 計25点（クレアールが独自に予想した配点になります） 

第１問  

1. 2. 3. 4. 5. 

Ａ  ア  Ｃ  ウ Ａ  エ  Ａ  イ  Ｂ  ア 

 

 

 

第２問 

【ア】 【イ】 【ウ】 【エ】 【オ】 

Ａ 数理 Ａ 108,000 Ａ 26,800 Ａ △6,000  Ａ 親会社  

【カ】 【キ】 【ク】 【ケ】 【コ】 

Ａ 潜在 Ａ 希薄 Ａ 減算 Ｂ 繰延 Ａ 13,650  

【サ】 【シ】 【ス】 【セ】 【ソ】 

Ｂ 2,000  Ａ 回収可能  Ａ 認識  Ａ 750,361  Ａ 223,444  

※【エ】損失の場合、金額の前に△を付しなさい。 

【サ】貸方の場合、金額の前に△を付しなさい。 

  



この模範解答は(株)クレアールが作成したものです。商工会議所へのお問い合わせはご遠慮ください。

第 1 7 3 回 簿 記 検 定 試 験 模 範 解 答 

１ 級 ③ 
 工 業 簿 記  

 

★：２点×12箇所＝24点 ●：１点×１箇所＝１点 計25点（クレアールが独自に予想した配点になります） 

問１ 製品Ａ-１ Ｓ   9,800円 

 製品Ａ-２ Ｓ 10,500円 

 製品Ｂ Ｓ 16,000円 

 

問２ 製品Ａ Ａ  9,940円 

 

問３ 材料消費量差異 Ａ  60,000円（借方差異・貸方差異） 

 
消費材料価格差異 Ａ  93,000円（借方差異・貸方差異） 

 
作業時間差異 Ａ 120,000円（借方差異・貸方差異） 

 
賃率差異 Ａ  45,000円（借方差異・貸方差異） 

借方差異か貸方差異か適切な方を  で囲みなさい。  

 

問４ 材料消費量差異 Ｂ  10,000円 

 作業時間差異 Ｂ  20,000円 

 

問５ 製品Ａ-１ Ａ  2,730円 

 製品Ｂ Ａ  1,710円 

 

問６ Ｃ  エ  

 

  



この模範解答は(株)クレアールが作成したものです。商工会議所へのお問い合わせはご遠慮ください。

第 1 7 3 回 簿 記 検 定 試 験 模 範 解 答 

１ 級 ④ 
 原 価 計 算  

 

★：２点×11箇所＝22点 ●：１点×３箇所＝３点 計25点（クレアールが独自に予想した配点になります） 

問題１ 

問１ 繊維事業部  Ｓ 4,680,000 円 衣料品事業部  Ｓ 17,500,000 円 

 

問２  ①  Ｓ 12,700,000  ④ Ａ  550 

  
②  Ｓ 13,300,000 

 
⑤ Ａ  350 

  
③  Ｓ  3,600,000 

   

 

問題２ 

問１ ４月  Ｓ 640,000 円 12月 Ｓ 1,920,000 円 

 

問２  Ｓ 12,480,000 円 

 

問３  Ｓ 23,040,000 円 

 

問４  Ｂ △198,980 円 ※損失の場合は金額の前に△を付すこと。 

 

問５  Ｂ     ６ か月目 

 

問６  Ａ  880,000 円 

 

 

 

 

 

 


